
個別避難計画をつくりましょう
災害時の逃げ遅れを防ぐために

個別避難計画（わが家のひなん計画）とは、避難行動要支援者の避難の実行性を高めるた
めに、災害時に「どこに避難するか」「誰が支援するか」「避難するときにどのような配慮
が必要か」等をあらかじめ定めた行動計画です。
個別避難計画（わが家のひなん計画）は、ご本人・ご家族の希望を踏まえながら作成する

ものです。作成にあたっての費用負担はありません。
豊島区では現在、個別避難計画としての「わが家のひなん計画」の作成をすすめています。

個別避難計画（わが家のひなん計画）とは１

豊島区では、災害時に自力で避難することが困難な方（避難行動要支援者）について、事前に
避難方法を決めておく「個別避難計画」の作成を進めています。これから令和８年度にかけて区
内全域で作成できるよう、災害リスク等から優先順位をつけ計画的におこなっていきます。
今回のご案内では、「わが家のひなん計画」を同封しています。本紙をご確認いただいたうえ
で、ご自身・ご家族で作成できる方は、記入して同封の返信用封筒で区に送付をお願いします。
なお、今回作成しない方（同意されない方）であっても、いつでも作成し提出することができ
ます。様式は、ホームページに掲載されているものをご使用ください。

個別避難計画を作成すると、災害発生時または発生するおそれがある場合に、避難支援者
から避難支援を受けられる可能性が高まります。
ただし、災害時は避難支援者自身も被害にあう可能性があります。災害の状況によっては、
必ずしも支援が受けられるとは限りません。また、避難支援者が義務や責任を負うものでも
ありません。
支援を希望される方自身も、自分の身は自分で守る意識をもって、普段から積極的に地域
の方とコミュニケーションをとるよう心がけましょう。

個別避難計画を作成すると

❶本人の情報：
氏名、連絡先、性別、住所など

➋家族構成・居住環境：
同居家族、建物構造、居住階、災害リスク

➌避難支援に関する情報：
身体の状況、使用している医療機器など

➍家族の連絡先：
親族の氏名・連絡先など

➎避難支援者の連絡先：
避難支援者の氏名・連絡先など

➏災害時の避難：
避難先、避難のタイミング、避難経路など

記載する内容わが家のひなん計画



個別避難計画
に関すること

防災対策に関すること

豊島区福祉部福祉総務課災害対策グループ
電話：03-4566-2428（直通） FAX：03-3981-4303

豊島区総務部防災危機管理課管理グループ
電話：03-3981-2100（直通）

［月曜日～金曜日 8:30～17:15］

裏面の、わが家のひなん計画の記入例を見ながら、ご家族と話し合って計画を作成しま
しょう。区ホームページでも、わが家のひなん計画の様式や、作成の方法を公開しています。
なお、ご自身・ご家族で作成できない方で、今回作成の支援を希望された方には、これか

ら順次、区・ケアマネジャー等が作成をお手伝いする予定です。作成の支援は、お住まい地
域の災害リスクや、本人の心身の状況、世帯状況によって順番に進めていきます。

個別避難計画のつくり方３ 豊島区 個別避難計画

個別避難計画の共有
個別避難計画をつくったら、コピーを取ってご家族や避難支援者に個別避難計画の内容を

共有しておきましょう。また、区にも提出をお願いします。
区では災害の状況に応じて、提出された個別避難計画をもとに、情報伝達や安否確認を行

います。

個別避難計画をつくったら４

避難の練習
自宅から個別避難計画の避難先まで、実際に避難の練習を行ってみましょう。避難の練習

を行うことで、避難時の課題を洗い出すことができます。

豊島区に住民票のある方（施設や病院などに入所・入院している方は対象外）のうち、以
下のいずれかに該当し、個別避難計画を作成することに同意した方が対象となります。

（この案内は、下記のいずれかに該当する方に送付しています。）

❶介護保険制度の要介護３～５の方

➋愛の手帳（１度～３度）をお持ちの方
➌身体障害者手帳（１級または２級）をお持ちでかつ、下肢機能障害（１級～４級）の方
➍身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの認定を受けている方
・体幹機能障害（１級～３級） ・移動機能障害（１級～３級）
・視覚障害（１級または２級） ・聴覚障害（２級または３級）

➎人工呼吸器を利用している方※１
➏精神障害者保健福祉手帳（１級または２級）をお持ちの方※１

※１災害時要援護者名簿への登録が必要です。詳しくは区にお問い合わせください。

対象となる方２

以下の①～③の要件をいずれも満たしている方。
①今回の調査で個別避難計画の作成支援を希望された方
②高田１丁目から３丁目、または、土砂災害警戒区域にお住まいの方
③障害福祉サービス、または、介護保険サービスを利用している方

今年度 優先して作成支援を行う対象者

今年度、作成支援の対象となった方には、順次、区からお声がけします。（上記、優先者
以外の方にもお声がけする場合があります。）
なお、今年度、作成支援の対象にならなかった方に対しても、来年度以降、順次、作成支

援の対象者を拡大していく予定です。

問い合わせ先


